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私たちは、自閉症のある人たちが豊かな人生を生き抜くよう支援します

１ 

は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
は
六
年
経
過
し
た
今
日
で
も
収
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
徹
底
し
た
隔
離
政
策
は
経
済

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
コ
ロ
ナ
と
の
共

生
に
方
針
を
変
更
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　

私
ど
も
社
会
福
祉
法
人
檜
の
里
あ
さ
け
学

園
は
、
入
所
者
が
保
護
者
等
と
接
触
し
な
い

よ
う
直
接
の
面
談
を
禁
止
し
、
ズ
ー
ム
を
利

用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
会
す
る
な
ど
各
種

対
策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰

宅
も
一
切
禁
止

し
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
接
触

し
な
い
よ
う
感

染
防
止
の
た
め

厳
し
い
措
置
を

し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
感
染
者
の
発
生
を
み

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
二
月
末
か
ら
の
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の

経
済
制
裁
な
ど
の
た
め
、
最
近
の
大
幅
な
物

価
上
昇
や
急
激
な
円
安
な
ど
で
、
日
本
経
済

に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

物
価
の
高
騰
は
施
設
の
運
営
に
大
き
く
響

き
ま
す
。
各
種
の
支
払
い
額
は
直
ち
に
増
加

し
ま
す
が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

収
益
の
増
加
は
遅
れ
て
実
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
経
営
的
に
は
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
日
本
の
国
家
財

政
も
厳
し
く
な
り
、
社
会
福
祉
関
係
予
算
も

抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
閉
症
と
い
う
障
が
い
を
も
つ

人
た
ち
の
生
き
難
さ
や
、
支
援
の
困
難
さ
を

理
解
し
、
訴
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
本
人
に

代
わ
っ
て
、
福
祉
の
制
度
や
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
国
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
は
、変
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
檜
の
里
の
四
十
四
年
に
わ
た

る
事
業
の
歴
史
や
、
支
援
の
実
践
と
努
力
の

成
果
を
受
け
継
ぎ
、
私
た
ち
は
自
ら
主
張
す

る
こ
と
が
困
難
な
利
用
者
に
代
わ
っ
て
、
地

域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３ 

職
員
の
充
足
、
育
成
、
研
修
と
処
遇
の

充
実

⑴
自
閉
症
者
支
援
の
専
門
性
は
、
日
常
生
活

の
う
ち
で
、
利
用
者
と
の
付
き
合
い
の
中

で
、
あ
る
い
は
先
輩
職
員
を
通
じ
て
高
め

ら
れ
、
ま
た
法
人
内
外
の
研
修
、
研
究
の

機
会
を
利
用
し
て
さ
ら
に
積
み
重
ね
て
い

き
ま
す
。

⑵
職
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
学
歴
、
職

歴
よ
り
も
、
障
が
い
を
も
つ
人
の
生
活
を

通
じ
て
共
に
向
上
す
る
意
欲
の
あ
る
人
材

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
職
員
の
処
遇
改
善
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

４ 

あ
さ
け
学
園
利
用
者
の
権
利
擁
護
に
向

け
た
取
り
組
み

⑴
利
用
者
、
保
護
者
と
も
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
利
用

者
の
高
齢
化
に
対
す
る
対
策
、
対
応
の
検

討
を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
菰
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
後
見
委
員

会
へ
継
続
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

５ 

広
報
活
動

　

機
関
紙　

檜
の
里　
　

年
二
回
発
行

６ 

三
重
県
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益
活
動

　

①
み
え
福
祉
の
『
わ
』
創
造
事
業

　

②
菰
野
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会

７ 

他
団
体
と
の
連
携
・
研
修

　

①
三
重
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

　

②
一
般
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会

　

③
一
般
社
団
法
人
全
日
本
自
閉
症
支
援
者

協
会

２ 

「
自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
あ
さ
け
学

園
」
の
運
営
と
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

の
事
業
の
推
進

　

檜
の
里
が
親
た
ち
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
法
人
の
役
員
も
保
護

者
が
多
く
の
責
任
を
負
い
な
が
ら
運
営
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
自
閉
症
と
い
う
困

難
な
障
が
い
を
も
つ
人
た
ち
を
支
え
る
法
人

設
立
本
来
の
目
的
を
明
確
に
維
持
し
つ
つ
、

改
め
て
社
会
福
祉
事
業
の
役
割
と
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
親
た
ち
が
高
齢
化
の
た
め
活
動
が
し
に

く
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
も
実
行
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

理
事
長　

山
田　

勉

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人
檜
の
里
事
業
計
画

檜
の
里
事
業
計
画
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施
設
長　

近

藤

裕

彦

二
〇
二
五
年
度

二
〇
二
五
年
度

自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
あ
さ
け
学
園
事
業
計
画

自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
あ
さ
け
学
園
事
業
計
画

１ 

自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
取

り
組
み

　

あ
さ
け
学
園
（
生
活
介
護
・
施
設
入
所
支
援
、

短
期
入
所
）、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
（
生

活
介
護
）、あ
さ
け
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
援
助
）、

三
重
県
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

さ
け
、
あ
さ
け
診
療
所
（
児
童
精
神
科
・
心
療

内
科
）
を
一
体
的
に
運
用
し
て
、
自
閉
症
の
あ

る
人
た
ち
へ
の
総
合
的
な
支
援
を
行
な
う
。

⑴
施
設
入
所
支
援
に
お
い
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
化
し

た
十
数
名
の
小
集
団
の
居
住
環
境
を
最
大
限

に
活
用
し
、
二
十
四
時
間
を
通
じ
た
個
別
的

な
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
。

⑵
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
で
は
、
あ
さ
け
学

園
の
日
中
活
動
部
門
と
協
同
し
た
労
働
・
生

産
活
動
を
軸
と
し
な
が
ら
、
余
暇
活
動
や
社

会
的
支
援
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
組
み
込
ん
で
い

く
。

⑶
あ
さ
け
ホ
ー
ム
で
は
、
日
中
活
動
事
業
所

（
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
）
と
連
携
し
、

一
般
企
業
で
働
く
人
た
ち
へ
の
就
労
支
援
を

含
め
た
、
個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
生
活

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
。

⑷
三
重
県
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
さ
け
は
、
専
門
的
な
相
談
機
関
と
し
て
地

域
の
関
係
機
関
の
後
方
支
援
や
研
修
事
業
を

は
じ
め
、
昨
年
度
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
三
重

県
虐
待
防
止
の
た
め
の
強
度
行
動
障
が
い
児

者
支
援
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
む
。
さ
ら

に
、
短
期
入
所
等
の
施
設
機
能
を
活
用
す
る

こ
と
が
有
効
な
人
た
ち
の
支
援
に
つ
い
て
、

自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
あ
さ
け
学
園
の

関
係
部
署
と
連
携
し
て
い
く
（
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
会
議
）。

⑸
あ
さ
け
診
療
所
で
は
、
利
用
者
の
精
神
科
医

療
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
健
康
や
安
全
面

に
つ
い
て
の
管
理
・
指
導
を
行
な
う
。

⑹
利
用
者
の
高
齢
化
や
そ
の
予
防
、
健
康
の
増

進
に
向
け
て
、
日
中
活
動
部
門
（
職
業
支
援

課
）
と
生
活
の
場
（
施
設
入
所
支
援
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
、
家
庭
）、
防
災
・

レ
ク
等
実
行
委
員
会
、
医
務
室
、
調
理
部
門

（
栄
養
士
）、
外
部
の
専
門
家
等
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑺
強
度
行
動
障
害
を
示
す
人
た
ち
の
支
援
に
つ

い
て
、
療
育
的
、
構
造
的
な
環
境
の
必
要
な

利
用
者
へ
の
集
中
的
な
取
り
組
み
や
緊
急
時

の
短
期
入
所
の
受
け
入
れ
、
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。

⑻
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
家
族
や
地
域
住
民
、
外

部
機
関
等
と
の
交
流
方
法
の
再
構
築
と
併
せ

て
、
新
た
に
地
域
連
携
推
進
会
議
を
実
施
す

る
。

２ 

特
定
相
談
支
援
事
業
所
あ
さ
け
の
取
り
組
み

⑴
継
続
し
て
、
法
人
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
係
る
計
画
相
談
支
援
（
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
の
作
成
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
を
客
観

的
に
行
な
う
。

⑵
法
人
以
外
の
在
宅
障
害
者
の
計
画
相
談
支
援

に
つ
い
て
取
り
組
む
。

⑶
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
の
相
談
支
援
機
能

を
担
う
取
り
組
み
を
行
な
う
。

３ 

二
十
四
時
間
を
通
じ
た
生
活
支
援
の
取
り

組
み

⑴
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
そ
の
変
化
に
応
じ
た
日

中
活
動
と
夜
間
の
居
住
支
援
を
相
補
的
に
行

な
う
た
め
、
常
に
個
々
の
支
援
の
意
味
付
け

や
形
態
な
ど
を
検
討
し
、
有
効
な
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
居
住
環
境
を
工
夫
す
る
。

⑵
自
立
へ
の
意
欲
や
行
動
の
促
進
を
め
ざ
す
た

め
、
生
産
活
動
に
加
え
て
、
個
々
の
利
用
者

に
即
し
た
日
常
生
活
や
余
暇
、
社
会
的
活
動

な
ど
を
提
供
す
る
。

⑶
こ
れ
ら
を
進
め
る
う
え
で
、
特
定
相
談
支

援
事
業
所
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
支
援

員
、
医
務
室
、
他
の
部
署
、
及
び
家
族
や
後

見
人
、
関
係
諸
機
関
と
常
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
個
々
の
利
用
者
へ
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
向
け
た
協
力
体
制
を
整
え
る
。

４ 

地
域
生
活
者
の
現
実
的
な
Ｔ
Ｌ
Ｃ
Ｐ

（Total Life C
are P

rogram

）
へ
の

取
り
組
み

⑴
利
用
者
の
健
康
面
の
配
慮
や
高
齢
化
へ
の
備

え
、
地
域
生
活
の
保
障
、
日
中
活
動
の
充
実
、

社
会
的
自
立
を
促
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
の
検
討
・
協

議
を
重
ね
、
地
域
で
生
活
す
る
利
用
者
の
住

ま
い
の
構
想
を
組
み
立
て
る
。

⑵
さ
ん
ら
い
ず
ホ
ー
ム
Ａ
隣
接
地
の
今
後
の
整

備
、
法
人
の
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
と

連
携
し
た
運
営
・
支
援
体
制
の
検
討
を
継
続

す
る
。

⑶
あ
さ
け
ホ
ー
ム
は
、
み
え
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
良
好
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

⑷
利
用
者
の
社
会
的
自
立
や
地
域
で
の
安
心
し

た
暮
ら
し
を
保
障
す
る
た
め
、
近
隣
の
住
民

や
公
共
機
関
と
協
力
・
連
携
し
、
必
要
に
応

じ
て
地
域
へ
出
向
く
支
援
を
行
な
う
。

⑸
協
同
し
て
家
庭
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
を

は
か
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
暮

ら
し
を
支
え
る
支
援
、
高
齢
化
す
る
利
用
者

の
将
来
を
見
据
え
た
日
中
活
動
や
生
活
の
場

の
整
備
、地
域
資
源
の
開
発
な
ど
を
進
め
る
。

５ 

職
員
研
修
、
育
成
に
つ
い
て

　

日
々
の
支
援
や
業
務
内
容
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
チ
ー
ム
で
振
り
返
る
作
業
を
通

じ
て
、そ
の
目
的
や
意
味
を
見
直
す
と
と
も
に
、

言
語
化
し
、
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す

る
。

⑴
支
援
員
及
び
世
話
人
は
、
主
任
・
管
理
者
等

と
相
談
し
な
が
ら
各
自
の
研
修
計
画
書
を
作

成
し
、
目
標
達
成
へ
向
け
た
自
己
の
研
鑚
に

努
め
る
。

⑵
主
任
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
職
員
及
び
各
部
署
の

年
間
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、現
状
の
分
析
、

年
間
研
修
計
画
の
策
定
、
外
部
講
師
に
よ
る

研
修
の
企
画
・
実
施
を
行
な
う
。

⑶
社
会
資
源
の
活
用
も
含
め
、
健
康
増
進
、
創

作
活
動
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
及
び
そ

れ
ら
を
計
画
・
実
施
で
き
る
支
援
者
の
養
成

を
進
め
る
。

⑷
定
期
的
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施

し
、
進
行
中
の
取
り
組
み
が
前
進
し
て
い
る

と
い
う
実
感
を
チ
ー
ム
で
共
有
し
て
い
く
。

⑸
外
部
講
師
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
明

確
に
な
っ
た
課
題
へ
丁
寧
に
取
り
組
み
、
そ

の
成
果
を
蓄
積
し
、
深
め
て
い
く
。

⑹
権
利
擁
護
に
関
す
る
職
員
研
修
の
開
催
、
及

び
外
部
研
修
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
利
用

者
の
人
権
を
守
る
意
識
を
高
め
て
い
く
。

６ 

施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
、
検
討
、

そ
の
他

⑴
感
染
症
、
防
災
、
防
犯
に
関
す
る
設
備
・
物

品
等
の
整
備
及
び
充
実

⑵
建
物
等
整
備
計
画
の
原
案
作
成
に
向
け
た
検

討
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副
施
設
長
・
事
務
長　
永
久　
雅
晴

　

社
会
福
祉
法
人
檜
の
里
は
、
二
〇
二
五
年

十
月
に
創
立
四
十
五
年
を
迎
え
、
障
害
者
支

援
施
設
「
あ
さ
け
学
園
」
は
来
年
六
月
に
同

じ
く
四
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。

　

開
設
当
初
の
利
用
者
も
、
あ
さ
け
学
園
か

ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
異
動
し
た
方
も
含

め
、
現
在
九
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
歳
を
超
え
た
利
用
者
は
、
あ
さ
け

学
園
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
合
わ
せ
て
十
四

人
に
な
り
ま
す
。
全
体
の
平
均
在
籍
年
数

は
三
十
五
年
以
上
に
、
ま
た
平
均
年
齢
は

五
十
五
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
た
利
用
者
に
対
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
食
事
、
健
康
、

日
中
活
動
、
睡
眠
な
ど
、
年
齢
に
相
応
し
い

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
、
今
後
は
よ
り
個

別
的
に
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、「
支
援
」
と
は
別
に
、
介
護
の
度

合
い
が
増
し
て
き
た
場
合
に
ど
う
対
応
す
る

か
。
支
援
現
場
と
利
用
者
の
家
族
、
後
見
人

と
の
間
で
、
普
段
か
ら
連
絡
、
情
報
共
有
を

綿
密
に
す
る
よ
う
な
準
備
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
・
施
設
事
業
者
は
、
利
用
者
の
現
状

を
見
据
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
方
針
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
現
状
の
課
題
を
洗
い
出
す
こ
と
が
急
務

で
す
。

　

今
後
は
、
各
部
署
の
主
導
者
が
自
分
の
部

署
を
超
え
て
、
主
体
的
に
法
人
事
業
全
体
の

経
営
と
運
営
を
捉
え
る
よ
う
、
ま
た
、
人
材

確
保
、
労
務
管
理
、
収
支
状
況
の
改
善
等
を

視
野
に
入
れ
た
、
事
業
方
針
を
明
確
に
す
る

取
り
組
み
を
相
互
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
管
理
者　
中
村　
和
博

　

こ
こ
で
は
、
受
注
作
業
を
中
心
に
日
々
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
、
自
宅
か
ら

通
所
す
る
者
と
共
同
生
活
援
助
（
Ｇ
Ｈ
）
利

用
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
時
に
入
所
の
利
用
者

が
参
加
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

日
々
大
切
に
し
て
い
る
視
点
は
、

①	

単
に
保
護
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の

一
員
と
し
て
自
主
自
立
を
め
ざ
す
「
自

主
的
生
活
」

②	

地
域
社
会
に
住
む
一
人
の
人
間
と
し
て
、

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
保
つ
「
地
域

と
の
連
携
」

③	

労
働
の
喜
び
や
辛
さ
、
達
成
感
を
味
わ

い
、
地
域
の
中
で
叱
ら
れ
た
り
褒
め
ら

れ
た
り
す
る
体
験
を
通
じ
て
、
現
実
的

な
思
考
や
行
動
を
身
に
つ
け
る
「
労
働

（
仕
事
）
を
通
じ
た
社
会
参
加
」

④	

個
々
の
障
害
特
性
に
配
慮
さ
れ
た
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
工
夫
を
怠
ら
な
い
「
障

害
特
性
へ
の
配
慮
」

　

と
い
っ
た
四
つ
の
点
が
大
前
提
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
⑤
感
染
予
防
対
策
、
⑥
利
用
者

の
高
齢
化
に
伴
う
日
中
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

柔
軟
な
対
応
、⑦
保
護
者
の
高
齢
化
に
伴
う
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
も
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
物
言
わ
な
い

利
用
者
の
将
来
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
を
ど

う
担
保
し
て
い
く
か
。
普
段
か
ら
彼
ら
と
関

わ
っ
て
い
る
私
た
ち
の
感
度
が
非
常
に
大
切

に
な
っ
て
く
る
の
で
、
丁
寧
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
さ
け
ホ
ー
ム
管
理
者　
清
水　
孝
幸

　

私
は
、
こ
こ
で
働
こ
う
と
思
い
就
職
し
今

に
至
っ
て
い
る
。
自
分
の
意
志
の
も
と
働
く

場
所
を
決
め
て
き
た
。
た
だ
、
そ
の
中
で
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
役
割
な
ど
は
自
分
で
選
ん
で

き
た
わ
け
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。「
自
分
に
は
無
理
だ
」
と
思
う
前
に

「
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
方
が

強
か
っ
た
。
そ
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い
が
、

こ
の
頃
「
で
き
る
の
か
な
」
と
思
う
時
も
あ

る
。
自
分
な
り
に
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
そ

の
役
割
を
考
え
、
で
き
る
限
り
実
践
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

現
状
は
良
い
状
況
と
は
思
え
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
後
退
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
と

感
じ
て
い
る
。「
抗
う
」少
し
で
も
抗
い
た
い
。

　
「
咲
く
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
結
果
だ
け

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
成
長
し
変
化
し
て

い
く
過
程
も
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
」「
変
え

て
は
い
け
な
い
こ
と
」
が
あ
る
。
吟
味
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
変
化
」
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
利
用
者
が
苦

手
な
変
更
事
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
に
似

て
い
る
。
私
た
ち
も
利
用
者
た
ち
も
同
じ
だ

な
と
感
じ
る
。

　

彼
ら
は
、
自
分
の
意
志
で
こ
こ
で
の
生
活

を
望
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
け
る
の
か
」
は
利

用
者
も
同
じ
な
の
だ
が
、
彼
ら
は
自
ら
の
力

だ
け
で
咲
く
の
は
難
し
い
。
そ
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
の
が
私
た
ち
だ
と
思
う
。「
お
互

い
咲
け
る
よ
う
に
」
と
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩

ん
で
い
け
た
ら
と
思
う
。

　

会
員
の
皆
様
の
高
齢
化
に
伴
い
出
席
者
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
七
年

度
は
書
面
を
も
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
事
業
報
告
及
び
決
算
は
、
過

半
数
を
越
え
る
賛
同
を
得
て
無
事
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
檜
の
里

社
会
福
祉
法
人
檜
の
里

後
援
会
総
会

後
援
会
総
会

こ
れ
か
ら
の
「
檜
の
里
」

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

ひ
の
き
の
抱
負

置
か
れ
た
場
所
で

咲
け
る
の
か
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今
号
よ
り
、
編
集
の
担
当
者

が
保
護
者
有
志
か
ら
学
園
の
職

員
へ
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た

り
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
き
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
し
い
編
集
委
員
一
同
、
で
き
る
だ
け
読

み
や
す
い
紙
面
作
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
段
組
み
や
文
字
の
サ
イ

ズ
を
変
え
て
み
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
皆
様
か
ら
の
読
後
の
感
想
や
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
編
集
委
員
は
、
施
設
長
の
近
藤
裕

彦
、
松
井
ひ
と
み
、
森
谷
賀
樹
（
あ
さ
け
学

園
）、加
納
弘
章（
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
）

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
施
設
長　

近
藤　

裕
彦
）

　
　
　
　
　
　

支
援
員　
松
井　
ひ
と
み

　

四
月
三
日
（
木
）
か
ら
六
日
（
日
）
ま
で
、

津
市
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
出
展
し
た
の
は
、

◇
Ｃ
・
Ｄ
棟
合
同
の
作
品

　

ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
と
い
う
手
法
で
学

園
の
玄
関
を
制
作
し
た
も
の
。
コ
ツ
コ
ツ
と

細
か
い
作
業
で
仕
上
げ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
壁
画
と
な
り
ま
し
た
。

◇
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き

　

恒
例
の
書
初
め
で
、「
今
年
の
目
標
」
を

四
文
字
ほ
ど
で
表
現
し
た
も
の
。
こ
こ
へ
出

展
す
る
た
め
に
、
気
合
い
の
入
っ
た
、
味
の

あ
る
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

◇
あ
さ
け
ホ
ー
ム

　

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
可
愛
い
海
の
生
き

物
や
動
物
を
形
取
っ
た
壁
画
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ッ
ク
ス
。
ま
た
、
あ
る
方
は
盆
踊
り
を
ス

ケ
ッ
チ
。
と
も
に
ホ
ン
ワ
リ
と
し
た
雰
囲
気
の

作
品
に
な
り
ま
し
た
。

◇
創
作
グ
ル
ー
プ
と

   

Ｂ
棟
の
合
同
作
品

　

得
意
の
ち
ぎ
り
絵

で
梅
と
ウ
グ
イ
ス
を

制
作
。
少
し
ず
つ
、

根
気
良
く
仕
上
げ
て

い
っ
た
も
の
で
、
季

節
感
あ
ふ
れ
る
作
品

に
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
よ
り
青
葉
台
ホ
ー
ム
の
世
話
人
と
し

て
入
社
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
職
種
で
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
取
り

組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
後
援
会
会
長　
飯
田　
俊
司

　

私
た
ち
は
自
閉
症
と
い
う
障
が
い
を
も
つ

人
た
ち
が
、
彼
ら
な
り
に
社
会
の
一
員
と
し

て
自
主
自
立
を
め
ざ
し
、
豊
か
な
人
生
を
生

き
抜
く
よ
う
共
に
道
を
拓
い
て
行
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
会
員
と
な
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
封
の
郵
便
振
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
ご
送
金
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。

　
年
会
費

　
　
正
会
員　
　
　
一
口
二
万
円
以
上

　
　
賛
助
会
員　
　
一
口
二
千
円

　
（
お
一
人
様
何
口
で
も
結
構
で
す
）

　
ご
連
絡
は
「
あ
さ
け
学
園
」
ま
で

　
☎
０
５
９・
３
９
４・
１
５
９
５
で
す

　

な
お
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
法
人
機
関
紙

「
檜
の
里
」（
年
二
回
発
行
）
を
毎
号
お
送
り

し
ま
す
。

　

令
和
七
年
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
定

時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
二
〇
二
四
（
令
和

六
）
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

報
告
書
は
、
あ
さ
け
学
園
事
務
所
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

あ
さ
け
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://asakegakuen.com
/

法
人
会
計
報
告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

令
和
七
年
度

社
会
福
祉
法
人
檜
の
里
後
援
会

　
会
費
納
入
の
お
願
い

第
十
六
回

第
十
六
回

三
重
県
自
閉
症
協
会
作
品
展

三
重
県
自
閉
症
協
会
作
品
展

メ
ン
バ
ー
紹
介

メ
ン
バ
ー
紹
介

支
援
員

　
吉よ
し
田だ 

里り

沙さ

世
話
人　

　
波な
み

形が
た 

美み

佐さ

子こ

世
話
人

　
野の

﨑ざ
き 

麻ま

里り

子こ

　

昨
年
十
月
か
ら
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き

パ
ン
工
房
に
入
職
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
支
援
、
パ
ン
作
り
は
未
経
験
で
は

あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
と
共
に
楽
し
く

パ
ン
作
り
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

入
社
し
て
か
ら
七
ヶ
月
目
、
日
々
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
励
ん
で
い
ま
す
。
好
き
な
言
葉

は
「
日
々
是
勉
強
」。
い
ろ
い
ろ
な
事
に
興

味
を
も
ち
、
仕
事
に
も
活
か
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


